
特別支援学級生活単元学習指導案
自閉症・情緒障害特別支援学級（あすなろ学級） ４人

知的障害特別支援学級（はばたき学級）６人

指導者 Ｔ１ 木原 正晶 Ｔ２ 小正 千華

１ 単元名 ようこそ あすはばカレンダー屋さんへ

２ 単元の目標

○ 「あすはばカレンダー作り」に見通しをもち，制作活動やカレンダーを売ったり買ったりす

る活動に意欲的に取り組むことができる。

○ カレンダーの絵や言葉，日付の数字をそれぞれの方法でかくことができる。また，お金のや

り取りや，お礼の文を書くことができる。

○ カレンダーを売ったり買ったりする活動を通して，相手を見たり，声の大きさに注意したり

するなど一人一人に応じた買い物場面のやり取りを楽しむことができる。

○ カレンダーを作る活動や，売ったり買ったりする活動を友達と協力して行うことができる。

３ 単元について

(1) 単元の価値

本学級には１０人の異学年の子どもが在籍している。日常生活において，上学年が下学年に積

極的に手本を見せたり，下学年の子どもが，上学年の子どもを頼りにして活動したりと，子ども

たち同士が関わり合ったり，助け合ったりする姿が見られる。子どもたちは，絵を描いたり，物

を作ったりするなど制作活動に関することは，意欲的に取り組むことができるが，興味や関心が

移りやすく，途中で活動を止めてしまったり，完成までに時間が掛かったりすることもある。ま

た，人とのかかわりに関しては，周りの人とあいさつをしたり，言葉を交わしたりすることはで

きるが，自分の考えや気持ちを相手に分かるように伝えることや，相手に注意を向けて最後まで

話を聞くことが難しいこともある。さらに，買い物に関しては，あすなろ学級の子どもたちは，

保護者と一緒に買い物に行った経験があるので，買い物に対するイメージはもっている。はばた

き学級の子どもたちは，おつかいで一人で買い物に行く経験はあるが，買いたいものを店員に差

し出すなど言葉のやり取りはあまりない。

そこで，本単元では，毎年「フェスタ山下」（ＰＴＡバザー）で販売しているカレンダーを作る

活動を通して，計画を立て，見通しをもって，月ごとのカレンダーの絵を自由に表現する楽しさ

を味わい，学習に意欲的に取り組むことができるようにする。そして，お店屋さんごっこの学習

の中では，客とお店の人とのやり取りをする活動を通して，「あいさつ」，「質問への返事」，「相手

をしっかり見る」ことや，お金の扱い方を学習できるようにする。また，これらの活動を通して，

友達と一緒に協力して活動することの楽しさを味わうことができるようにする。

指導に当たっては，単元の導入で昨年の学習の様子を写真やＶＴＲで振り返り，カレンダー作

りや販売の計画を立てることで，「フェスタ山下」に参加することへの見通しをもち，意欲的に学

習に取り組むことができるようにする。作成した学習の計画は，単元マップやカレンダーなどで

確認できるようにしておく。また，カレンダーの制作については，行事の写真や季節の絵本を準

備することで，それらを参考にしたり，イメージを膨らませたりしながら絵や文をかいていくこ

とができるようにする。なお，子どもの実態に応じて，日付を書く際には，数を照らし合わせる

ための数字カードを準備し，順序良く書いていくことができるようにする。判子を押したり，ひ

もを結んだりするなど根気のいる作業には，制作した数が視覚的に分かるようなポイント制にす

るなど楽しみながらカレンダー作りに取り組むことができるようにする。

お店屋さんの準備に関しては，実際のお店の看板やポスターを参考にしたり，これまでの買い

物経験で知っていることを想起したりすることで作りたいもののイメージをもつことができるよ

うにする。そして，完成したカレンダーを全教室へプレゼントする際のやり取りの中で，もらっ

た人から「ありがとう。」，「素敵なカレンダーができたね。」など称賛されることによって，達成

感を味わうことができるようにする。また，「フェスタ山下」での販売について知らせる学習を通



して，いつ，どこで，いくらかなどの大切なことを伝える必要性を感じることができるようにす

る。さらに，地域の方にもカレンダーをプレゼントすることで，人とのかかわりをより多く経験

することができるようにする。カレンダーを売る練習をするときには，お店ではどんな言葉を掛

けられたかを尋ねたり，教師同士が実際にやって見せたりすることで，売るときに必要なことを

確認することができるようにする。また，お金のやり取りに関しては，高学年の子どもを中心と

し，これまでの学習を生かして合計金額やおつりを求めることができるようにする。計算方法に

ついては，子どもの実態に応じて，筆算で求めたり，計算機を使って求めたりすることができる

ようにする。買う練習をするときには，買い物場面の写真を提示することで，お金の払い方や品

物の渡し方が分かり，買い物のマナーを身に付けることができるようにする。さらに，友達同士

で，買い物客と店員に分かれ繰り返し練習することで，人とのやり取りやお金の大切さが分かり，

協力して活動する楽しさを味わうことができるようにする。その後，これまでの経験を生かし，

あすなろ・はばたき学級のみんなで「フェスタ山下」で楽しく販売することができるようにする。

そして，買ってくれた人やカレンダー作りに協力してくれた人に手紙を書くことで，感謝の気持

ちを伝えることができるようにする。

この単元を通して，子どもたちは，自分たちで分担し，協力しながらカレンダーを作り上げ，

それをみんなに販売することができたという達成感や満足感を味わうことができると考える。ま

た，コミュニケーションのスキルを身に付け，たくさんの人と関わり合うことができたという成

功体験により，他者とのコミュニケーションに対する自信を深め，人と関わり合いたい，話した

いという気持ちを育むことができると考える。

(2) 子どもの実態
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生活経験

Ａ
児

（
一
年
男
子
）

・ 「見るカード」「聞くカード」
の提示で，話し手を見て聞こう
とする態度は身に付いてきてい
る。文字や絵カードを提示する
と，最後まで聞くことができる
ことが多い。

・ 自分の伝えたいことや興味の
あることを何度も繰り返し話し
たり，伝えたりしようとするこ
とがある。

・ 人物や動物，具体的な物の絵
を描くことは少ない。矢印，線，
円などをたくさん重ねたりして
描くことがある。

・ 千，万などの数を書いたり，
読んだりすることができる。

・ 教科書の物語や詩の一部分に
興味を示すと，何度も口に出し
て読むことができる。

・ １週間の学習の予定とカレン
ダーを見て，取り組む学習内容
に見通しをもつことができる。

・ 母親が勤めているコンビニエ
ンスストアで，母親や買い物客
の様子を眺めていることがあ
る。また，母親のまねをして店
員の使う言葉をつぶやいている
ことがある。混雑している店に
は入りたがらないこともある。

Ｂ
児

（
三
年
男
子
）

・ 「見るカード」「聞くカード」
の提示で，話し手を見て聞こう
とする態度，話を静かに最後ま
で聞くことを学習中である。

・ 自分から考えや思いを伝えよ
うとすることは少ないが，質問
されたことに対しては，単語で
答えたり，「はい。」「いいえ。」
の言葉やうなずきで答えたりす
ることはある。

・ 自分が描きたいものを想像し
て一気に描いている。集中力が
続かず，途中で終わってしまう
ことがある。

・ １００までの数を読むことは
できるが順序が曖昧である。

・ 教師の言葉掛けがあれば，ゆ
っくり丁寧に文字を書くことが
できる。

・ 「月，火，水，木，金」と順
番に唱えることで今日の曜日を
把握することができる。

・ 週末や学校帰りに父親と二人
で買い物をする経験は多い。欲
しいものを父親に買ってもらっ
ている。しかし，買ってもらえ
ないときに，怒ってしまうこと
もある。

・ 昨年のバザーでは，積極的に
声を出したり，販売したりする
意識をもつことが難しく，販売
する場所にいることをめあてに
取り組んだ。
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Ｃ
児

（
四
年
男
子
）

・ 話し手を見て聞くことはでき
るが，疑問に思ったこと，自分
が知っていることなどをすぐに
話そうとしてしまうので，「最後
まできちんと話を聞く」など，
聞くときの約束を守る練習をし
ている。

・ 自分の伝えたいことを話そう
とすることはできる。話す内容
や順番に気を付け，相手に分か
りやすく伝えるために教師の話
を参考にしたり，話型を使った
りしている。

・ 自分が伝えたいことを絵や文
で表現することは苦手である
が，友達や教師の作品を参考に
すると自信をもってかくことが
できる。

・ 千や万の位までの数を読んだ
り，大きさを比べたりすること
ができる。

・ 読書量が豊富で言葉に対する
関心も高い。知っている語い数
も多い。

・ 家族と一緒に買い物に行くこ
とは多い。誕生日，子どもの日
などにプレゼントを買いに行く
経験をしている。自分の好きな
ものを好きなだけ買おうとして
しまうことがある。「お金は，な
くていい。」と言ってしまうこと
があり，お金の価値についての
理解は，身に付いていない。

・ 昨年のバザーでは，たくさん
売りたいという気持ちが強く，
積極的に大きな声で呼び掛けを
していた。売れたときは，とて
も嬉しそうにしていた。
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Ｄ
児

（
四
年
男
子
）

・ 「見るカード」「聞くカード」
の提示で話し手を見て聞こうと
することはできる。しかし，相
手が話している途中で話そうと
したり，姿勢が崩れたりする。

・ 伝えたい気持ちが強すぎて相
手のことを考えず，一方的に最
後まで話したいことを話した
り，何度も同じことを話し続け
たりすることがある。

・ 宿泊学習の思い出をまとめる
学習では，四コマ漫画を描き，
絵と台詞で表現することができ
た。

・ 億や兆という大きな数の学習
では，数を読んだり，大きさを
比べたりすることができた。

・ ゆっくり，丁寧に文字を書く
ことができるようになってき
た。

・ 学習計画とカレンダーを見な
がら，この日にはこんな学習が
あると把握することができる。
時間割の変更などがあると，怒
ったり，泣いてしまったりする
こともある。

・ 週に数回母親と一緒に決まっ
た店に買い物に行っている。店
員とのやり取りは，母親が中心
である。代金を支払うことで，
商品を受け取ることができると
いう基本的なことは理解できて
いる。

・ 昨年のバザーでは，買ってく
れた人に，「ありがとうございま
した。」とお礼を言うことができ
ていた。たくさん売りたい気持
ちはあるが，その気持ちを持続
させることが難しくお客さんが
来たことに気付かせる言葉掛け
をする必要があった。

Ｅ
児

（
二
年
男
子
）

・ 「見るカード」「聞くカード」
の提示で，話し手を見て聞こう
とする態度は身に付いてきてい
る。

・ 話を静かに最後まで聞くこと
を学習中である。

・ 経験したことを伝えたい気持
ちがとても強いが，何がおもし
ろかったのか，何が楽しかった
のかという内容を伝えることが
難しい。

・ ○，△，□を描いたり，色を
丁寧に塗ったりする練習をして
いる。

・ １００までの数字を順序よく
書くことができるようになって
きた。

・ 升の中に文字を書こうとする
意識が高まってきた。

・ 清音を読むことができるよう
になってきた。

・ 今日の日付を読むことができ
るようになり，「明日」の意味を
理解することができるようにな
ってきた。

・ 行き慣れているコンビニエン
スストアで，保護者に頼まれた
品物を一人で買っている。

・ 支払いの際は，お店の人に「は
い。」と言いながら財布に入って
いるお金を全て出し，代金の分
だけ取ってもらっている。

Ｆ
児

（
二
年
女
子
）

・ 話し手が口の近くに「聞くカ
ード」を持ちながら話すことで，
最後まで静かに聞こうとする意
識が高まってきた。

・ 親しい人に対しては，楽しか
った事実を積極的に伝えること
ができるが，質問されたことに
対しては，答えることが難しい。

・ たくさんの色を使いながら色
塗りをすることができる。

・ 人物や車など形を捉えて，描
いていくことは難しい。

・ ５０までの数字を順番に正し
く読んで書くことができる。

・ 平仮名の清音は正しく読んで
書くことができる。

・ 今日の曜日を言うことができ
るようになってきた。「昨日」「明
日」「明後日」の意味を学習中で
ある。

・ 保護者と一緒に買い物をし，
支払いも保護者がしているた
め，お店の人とのやり取りはほ
とんど経験していない。

Ｇ
児

（
二
年
男
子
）

・ 個別に短い言葉で説明をする
ことで，内容を理解することが
できる。

・ 集中を持続して最後まで話を
聞くことを学習中である。

・ 順序立てて話をすることは難
しいが，自分の気持ちを伝えよ
うとすることが増えてきた。

・ 話す相手によって声の大きさ
が変わることがある。

・ 体をバランスよく描くことが
でき，片足を上げたり，両手を
挙げたりしているなど動きのあ
る人物画を好んで描くようにな
ってきた。

・ １００までの数字を正しく読
み，書くことができる。

・ 清音の平仮名と少しずつ促音
を書くことができるようになっ
てきた。

・ 今日の日付を理解し，「ふつか」
「みっか」などの読み方を学習
中である。

・ 行き慣れているコンビニエン
スストアで，保護者に頼まれた
品物を買っている。

・ １，２回は買い物に行ったこ
とのあるスーパーマーケットで
商品を探すときは，店員に黙っ
て品物の書かれている紙を見
せ，持ってきてもらっている。
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Ｈ
児

（
三
年
女
子
）

・ 気分によって呼び掛けに応じ
たり，聞こえないふりをしたり
することがある。

・ 一斉の指示では伝わりづらく，
個別に具体的な指示をしてい
る。

・ 話をすることは大好きである。
・ 会話のやり取りが長くなると，

何について話をしていたか分か
らなくなったり，想像した内容
が出てきたりする。

・ 点から点へなぞり書きで，○
の形を結び描くことができるよ
うになってきた。

・ １００までの数字を読んで書
くことができる。

・ 一つの行事に関して質問をす
ると，事実やそのときの気持ち
を三つ程度言うことができるよ
うになってきた。

・ 自分の出来事を話すときに「昨
日」や「明日」「明後日」などい
つのことを伝えたいのか伝える
ことが難しい。

・ コンビニエンスストアにお金
を持っておやつを買いに行くこ
とが時々あるが，母親と約束し
たものとは違う品物を買うこと
がある。支払いは，店員に財布
から直接代金分のお金を取って
もらっている。

・ 店員に自分から話し掛けるこ
とがある。

・ 昨年のバザーでは，販売する
意識よりも，いつもと違う場の
状況に気持ちが高まり，あまり
売る体験をすることができなか
った。



Ｉ
児

（
四
年
男
子
）

・ 興味があることに関しての簡
単な指示や説明は聞き取って，
その通りに行動したり，分から
ないときは，質問したりするこ
とができる。

・ 話している内容について，具
体的な説明が必要である。

・ 自分の気持ちを伝えることは
できるが，語いの少なさから説
明が思うようにできず，イライ
ラすることがある。

・ 自分の想像を膨らませながら
絵で表すことができる。

・ 書きたい内容を一度言葉に出
し，教師に確認をしてから一文
ずつ書いていく。

・ １００までの数字を読むこと
はできる。しかし，順序よく書
くときは，何度も最初から読み
返し，次に何を書いたらよいか
分からなくなることがある。

・ 「来月」「先月」について学習
中である。カレンダーを見なが
ら「今日」「明日」などを正しく
言うことはできるが，日常会話
では，いつのことなのか説明す
ることが難しいときがある。

・ 二個程度の品物をコンビニエ
ンスストアで買い物をすること
が時々ある。

・ 支払う際に，レジで財布から
持っているお金を全て出し，お
店の人が必要な分のお金を取る
という行動が言葉のやり取りな
しで行われている。

・ 昨年のバザーでは，大きな声
を出しながら，意欲的にカレン
ダー販売をすることができてい
た。もらったお金を教師に渡す
までに違う刺激が入ると，渡し
そびれてしまうことがあった。
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児

（
六
年
男
子
）

・ 一斉指示の後，個別に詳しく
事実や理由を説明されると理解
することができるようになって
きた。

・ 初めて聞く言葉の意味をよく
尋ねてくるようになってきた。

・ 慣れた場であれば，気持ちを
伝えることができる。

・ 「あれ」「これ」という言葉が
多く，伝えたいことが伝わらな
いことがある。

・ 腕や脚をバランスよく描くこ
とができるようになってきた。

・ ８桁までの数を読んだり書い
たりすることができるようにな
ってきたが，１０００までの数
を順序立てて書いていくことは
難しい。

・ 体験したことに対しての気持
ちやその理由を付けながら書こ
うとするようになってきた。

・ いつの出来事かを分かるよう
に伝えることができるようにな
ってきた。

・ 保護者の配慮によって，お弁
当，ラーメン，小物など，買う
内容によって行くお店を指示
し，なるべくお店の人とやり取
りせずに買うことができるよう
にしている。

・ 昨年のバザーでは，たくさん
のお客さんに積極的にかかわり
カレンダーを販売することがで
きた。お金の計算は，焦ってし
まい難しかったので，教師から
渡されたおつりをそのまま返す
ようにした。

４ 指導に当たって

○ 導入の段階（一次）において，昨年度の「フェスタ山下」でたくさんの人にカレンダーを販売

している様子や，完成したカレンダーを配布するために各教室を回っている様子の写真やＶＴＲ

を見ることで，あすなろ・はばたき学級だけでなく多くの人々と関わっていくことを想起できる

ようにする。そして今年もたくさんの人にカレンダーを売りたい，買ってほしいという気持ちを

高めることができるようにする。

○ 展開の段階（二次）において，カレンダー制作では，一年間の行事の写真やＶＴＲを見ること

で月ごとにどんな絵や文をかくか，自分で選択して決めることができるようにする。また，単元

マップや作業カレンダーを作成することで，見通しをもって教師や友達と協力してたくさんの部

数のカレンダーを作り上げることができるようにする。

○ 展開の段階（三次）において，お店屋さんごっこでは，友達と売ったり買ったりする場面で多

くのコミュニケーションをとることでお互いの良いところに気付くことができるようにする。ま

た，あすはばカレンダーの販売を知らせる活動や，「フェスタ山下」での販売を通して，交流学級

の友達，家族，多くの学校職員，地域の人々などたくさんの他者と交流することができるように

する。

○ 終末の段階（四次）において，買ってくれた人やお世話になった人に，「○○してくれてありが

とう。」というお礼の気持ちを表す活動に取り組むことで，この単元を通して関わり合った人々に

感謝の気持ちを伝えることができたり，来年度に向けてまた頑張ろうという意欲を高めたりする

ことができるようにする。



５ 指導計画（総時数２３時間）

次 時
間

単元を貫く
学習問題 指導のねらいと主な活動内容

一

次

１

「『フェスタ山下』の計画を立てよう」
【指導のねらい】

「フェスタ山下」であすはばカレンダーを販売する活動を目標に
して，カレンダー作りやお客さんとのやり取りの練習などの活動の
見通しをもち，意欲的に学習に参加することができる。
【活動内容】
１ ＶＴＲや写真等で昨年の「フェスタ山下」の様子を思い出す。
２ 今年もカレンダーを販売することを知り，必要なことは何かを
考えてカードにまとめる。

３ カレンダー作りの計画表を作る。

13

「友達と協力して，カレンダーを作ろう」
【指導のねらい】
友達や教師と協力しながら，絵や文，数字をかいたりしてカレン

ダーを作ることができる。
第１時 １年間の行事を写真を見て思い出す。
第２時 自分が作りたいカレンダーの月を決める。
第３～６時 順番や，土日，祝祭日などに気を付けて日付を書く。

イラストを参考にしたり，行事の写真を見たりしなが
らカレンダーの絵を墨を使って描く。
描いた絵に文を書く。

第７～９時 枚数を数えながら，印刷したカレンダーに自分の判子
を押す。

第10～13時 各月を冊子にまとめカレンダーにする。

【活動内容】
１ 行事の写真を見ながら作りたい月を決める。
２ 絵や文，日付の数字などをかく。
３ 判子を押したり，冊子にまとめたりしてカレンダーを完成させ
る。

二

次

３

「友達と協力してお店の飾りを作ろう」
【指導のねらい】
様々なお店の外装や店内の様子の写真やＶＴＲを見ることで，み

んなで作りたい「あすはば屋」のイメージを膨らませ，お店に必要
な看板やポスター，ちらしなどを作ることができる。
【活動内容】
１ 前時までの活動を振り返り，「フェスタ山下」でカレンダーを販
売するお店を開くことを確認する。

２ 子どもたちがこれまでに買い物に行ったことがあるお店を思い
出したり，教師の準備した写真，ＶＴＲを参考にしたりして作り
たいお店の看板やちらし，ポスターなどを考える。

３ 作った看板を飾ったり，ポスターを貼ったりして「あすはば屋」
を作る。

三

次

５

本
時
（
４
／
５
）

「『あすはば屋』の準備をしよう。」
【指導のねらい】
「あすはば屋」の開店を知らせる活動を通して，伝えること（い

つ，どこで，いくらなど）の大切さを知ることができる。また，お
店屋さんごっこを通して，買い物客とお店の人の簡単な会話やお金
のやり取りの練習をすることができる。
１ 各教室や地域のお店に完成したカレンダーをプレゼントして，
「あすはば屋」を知らせる活動を行う。

２ これまでの買い物の経験や，教師同士の買い物のやり取りを見
て，どんな言葉や態度が必要なのか考える。

３ 自分の役割について，教師と確認する。
４ 実際に友達同士で店員やお客になってお店屋さんごっこをする。
５ 「フェスタ山下」で販売することを確認する。

「フェスタ山下」（１１月１７日）

四

次

１

「楽しかったことを発表したり，お礼の気持ちを伝えたりしよう。」
【指導のねらい】
「フェスタ山下」での「あすはば屋」の様子を写真やＶＴＲを見

て振り返ることで，楽しかったことや自分でできたことを発表した
り，感謝の気持ちを伝える手紙を書いたりすることができる。
１ 「あすはば屋」の様子を写真やＶＴＲを見て振り返る。
２ 感想を考えて発表したり，絵日記にまとめたりする。
３ カレンダーを買ってくれた人たちへのお礼の気持ちを「○○し
てくれてありがとう」という文や絵にまとめる。

目 標

【家庭】

○ 学習したこと

を家族に伝える

ことができる。

【交流学級】

○ 学習したこと

を担任や友達に

伝えることがで

きる。

【家庭】

○ 連絡帳を通し

て学校での頑張

りを知らせ，家

庭で称賛しても

らうことで意欲

の高まりを持続

することができ

るようにする。

【交流学級】

○ 交流学級連絡

帳を通して，進

捗状況や頑張り

を伝える。また，

交流学級の担任

や友達に称賛や

励ましの言葉掛

けをしてもらう

ことで意欲的に

活動できるよう

にする。

み
ん
な
で
、
あ
す
は
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
屋
さ
ん
を
開
こ
う

家庭や交流学級

との連携

目 標

【家庭】

○ 学習したことを

家族に伝えること

ができる。

【交流学級】

○ 学習したことを

担任や友達に伝え

ることができる。

【家庭】

○ 連絡帳を通して

学校での頑張りを

知らせ，家庭で称

賛してもらうこと

で意欲の高まりを

持続することがで

きるようにする。

【交流学級】

○ 交流学級連絡帳

を通して，進捗状

況や頑張りを伝え

る。また，交流学

級の担任や友達に

称賛や励ましの言

葉掛けをしてもら

うことで意欲的に

活動できるように

する。



６ 本 時（２１／２３）（売り手側）
(1) 目 標

○ カレンダーを販売するときの方法や手順を理解し，あいさつや返事などを意識したり，たし算やひき算を使ってお金のやり取りをしたりしながら，
お店屋さんごっこをすることができる。

○ 友達と売ったり買ったりするときのかかわり合いの良さを味わいながら，お店屋さんごっこを楽しむことができる。
Ａ児 相手を見て，「いらっしゃいませ。」と声を掛けたり，「ありがとうございました。」とお礼を言ったりすることができる。

Ｃ児 カレンダーの代金を計算して，「いくらになります。」と客に伝え，代金をもらうことができる。

Ｄ児 相手を見て，店員としての言葉掛け「いらっしゃいませ。」「ありがとうございました。」という言葉を言うことができる。

Ｉ児 筆算をしたカレンダーの代金を買い物客を見ながら伝えることができる。また，一人の買い物客に品物を渡すところまでやり取りをすることができる。

個
人
目
標

Ｊ児 計算機を使って正しい金額のおつりを「ありがとうございました。」という言葉とともに渡すことができる。

(2) 「思考活動」を充実させる他者との交流
○ お店屋さんごっこで友達や教師とかかわり合いをもちながら，売ったり買ったりするときに必要なことを話し合い，身に付けることができる。

(3) 展 開 ◎は「思考活動」 ☆はＩＣＴ活用の留意点

子どもに応じた具体的な指導過程
(分) 主な学習活動

Ａ児 Ｃ児 Ｄ児 Ｉ児 Ｊ児
つ
か
む
・
見
通
す

(10)

１ はじまりのあいさつをする。
２ 前時の学習を振り返る。 ◎想起
３ 本時のめあてを確認する。

(
(

○ 単元マップを見ることで，本時の学習内容を理解することができる。
○ 全体のめあてと学習の流れを確認することで，見通しをもって取り組むことができるようにする。
○ 売り物名人になると「あすはば屋スタッフバッジ」，買い物名人になると「名人ステッカー」がもらえることを伝え，
本時の活動への意欲を高めることができるようにする。

活
動
す
る

(25)

４
・
・
・
・
５
・

６
・

７
・
・
・
・

振
り
返
る

(10)

８
・

９

る
「あすはばカレンダー」をたくさんう
1) 声に出して読む。
2) 自分のめあてをワークシートに書き写す。

○ 自分のめあてを決め，声に出して読んだり，ワークシートに書いたりすることでめあてを意識することができるよう
にする。

○ ワークシートは，子どもの書く速さなどの実態を考えて，個に応じた内容のシートを準備することで，書くことが苦
手な子どもも意欲的に取り組むことができるようにする。

☆ 子どもたちが自分たちの買い物の様子を思い出すことができるように，写真やＶＴＲを準備しておく。
○ 子どもたちと話し合いながら，売るときに必要な言葉や態度などを確認する。
○ 子どもが考えた売るときに必要な話型は，黒板，話型カードの両方で確認できるようにしておくことで，活動への見
通しをもたせ，自信をもって活動することができるようにする。

○ 売る役にはスタッフキャップ，買う役には買い物バッグと財布を用意してそれぞれの役割を理解することができるよ
うにする。

○ 話型カードを見なが
ら，あいさつ，「カレン
ダーはいかがですか。」
という言葉掛けができ
るようになったら，相
手を見ながら売ること
ができるように言葉掛
けする。

○ 話し合ったことを黒
板に掲示することで，
それを見ながら自信を
もって言葉を掛けた
り，お金を受け取った
りすることができるよ
うにする。暗算で計算
しようとして難しい場
合は，計算機や計算用
紙を準備しておく。

○ 相手を見ていなかっ
たり，一方的に話をし
たりしているときには
「相手を見る」，「最後
まで話を聞く」などの
大切なことを意識でき
るようにカードを提示
する。

○ 位の分かる筆算しや
すい用紙を準備し,落
ち着いて計算をするよ
うに言葉掛けをする。
預かったお金を,確実
におつりの係に渡すこ
とができるように立つ
場所が近くなるような
場の設定をする。

○ おつりの計算をする

ために計算機を準備す

る。

○ 代金を確実に預かる

ことができるように代

金をもらう子どもと隣

同士になるような場の

設定をする。

「お店屋さん名人」になる方法を確認し合う。
お客さんにするあいさつ
自分たちの作ったカレンダーの紹介の仕方
品物の渡し方
計算の仕方 など
カレンダーを売る練習をする。
話し合ったことを大切にしながら，カレン

ダーを売る練習をする。
練習を振り返りスタッフバッジをもらう。
ＶＴＲを見ながら，自分のめあてが達成で

きているところを確認し，スタッフバッジを
もらう。
全員でお店屋さんごっこをする。
お客さんにするあいさつ
自分たちの作ったカレンダーの紹介の仕方
値段の伝え方
計算の仕方 など ○ 練習した内容を振り返りながら取り組み，できていたら大いに称賛し，フェスタ山下で売ることへの意欲を高める。

本時の学習を振り返る。
活動の様子を振り返り，お店屋さんごっこ

が上手にできたことを確認する。

次時について知る。

○ 単元マップを見ながら本時の学習を振り返るとともに，個人目標が達成できたときに，その点を具体的に褒めるよう
にし，達成感を味わうことができるようにする。

○ 次時は，売る側と買う側を交替してお店屋さんごっこすることを知らせることで，学習への意欲を高めることができ
るようにする。

にはどうしたらいいかかんがえよう。



６ 本 時（２１／２３）（買い手側）
(1) 目 標

○ カレンダーを買うときの方法や手順を理解し，「こんにちは」，「ありがとう」の言葉を言ったり，お金を確実に支払うことができる。
○ 友達とのかかわり合いの良さを味わいながら，お店屋さんごっこを楽しむことができる。

Ｂ児 教師や友達と一緒にお店屋さんごっこをし，友達を参考にしながら，「ありがとう。」と言ったり品物を受け取ったりすることができる。

Ｅ児 お店の人に品物を渡し，代金を確実に手渡すとともに，お店の人に聞こえる声の大きさで「ありがとうございました。」とお礼を言うことができる。

Ｆ児 自分の買いたい品物だけに触れてお店の人に渡すことができる。 財布や品物をバッグに入れて持ち帰ることができる。

Ｇ児 品物の代金を自分で出して買い，お店の人を見て「ありがとうございました。」とお礼を言うことができる。

個
人
目
標

Ｈ児 お店の人を見ながら「これをください。」「ありがとうございました。」と聞こえる声の大きさでやり取りをすることができる。品物の代金２００円を支払うことができる。

(2) 「思考活動」を充実させる他者との交流
○ お店屋さんごっこで友達や教師とかかわり合いをもちながら，売ったり買ったりするときに必要なことを話し合い，身に付けることができる。

(3) 展 開 ◎は「思考活動」 ☆はＩＣＴ活用の留意点

子どもに応じた具体的な指導過程
(分) 主な学習活動

Ｂ児 Ｅ児 Ｆ児 Ｇ児 Ｈ児
つ
か
む
・
見
通
す

(10)

１ はじまりのあいさつをする。
２ 前時の学習を振り返る。 ◎想起
３ 本時のめあてを確認する。

(1) 声に出して読む。
(2) 自分のめあてをワークシートに書き写す。

○ 単元マップを見ることで，本時の学習内容を理解することができる。
○ 全体のめあてと学習の流れを確認することで，見通しをもって取り組むことができるようにする。
○ 売り物名人になると「あすはば屋スタッフバッジ」，買い物名人になると「名人ステッカー」が手に入ることを伝え，
本時の活動への意欲を高めることができるようにする。

○ 自分のめあてを決め，声に出して読んだり，ワークシートに書いたりすることでめあてを意識することができるよう
にする。

○ ワークシートは，子どもの書く速さなどの実態を考えて，個に応じた内容のシートを準備することで，書くことが苦
手な子どもも意欲的に取り組むことができるようにする。

☆ 子どもたちが自分たちの買い物の様子を思い出すことができるように，写真やＶＴＲを準備しておく。
○ 子どもたちと話し合いながら，買うときに必要な言葉や態度などを確認する。
○ 子どもが考えた売るときに必要な話型は，黒板，話型カードの両方で確認できるようにしておくことで，活動への見
通しをもたせ，自信をもって活動することができるようにする。

○ 売る役にはスタッフキャップ，買う役には買い物バッグと財布を用意してそれぞれの役割を理解することができるよ
うにする。

○ 教師や友達と一緒に
買い物に行くことで，
友達を参考にしなが
ら，「こんにちは」とあ
いさつをしたり，「これ
ください」と店員役の
友達に言ったりするこ
とができるようにす
る。

○ 声のものさし表を提
示し，相手に聞こえる
声の大きさがどこであ
るか確認しながら練習
をすることができるよ
うにする。

○ 買い物カードを見な
がら買うときに大切な
ことを確認すること
で，品物はすぐに触ら
ず目で見ることや，買
った品物はすぐにバッ
グに入れることが大切
だと分かるようにす
る。

○ みんなで話し合った
買い物名人になる方法
を見ることで，必要な
お金だけを出したり，
相手を見てお礼を言っ
たりすることができる
ようにする。

○ 声のものさし表を見
ながら相手に伝わる声
の大きさを確認するこ
とができるようにす
る。

○ 相手の目を見ながら
言葉を言うことができ
るように言葉掛けをす
る。

活
動
す
る

(25)

４ 「買い物名人」になる方法を確認し合う。
・ 買うときに必要な言葉
・ お店でのマナー など
５ カレンダー買う練習をする。
・ 話し合ったことを大切にしながら，カレン

ダーを買う練習をする。
６ 練習を振り返り，買い物名人ステッカーを
もらう。

・ ＶＴＲを見ながら，自分のめあてが達成で
きているところを確認し，名人ステッカーを
もらう。

７ 全員でお店屋さんごっこをする。
・ 買うときに必要な言葉
・ お店でのマナー
・ お金の払い方
・ 商品のもらい方など

○ 「あすはば屋」を使ってお店屋さんごっこを行い，練習したことが生かされているかを確認し，できていたら大いに称賛する。

振
り
返
る

(10)

８ 本時の学習を振り返る。
・ 活動の様子を振り返り，お店屋さんごっ
こが上手にできたことを確認する。

９ 次時について知る。

○ 単元マップを見ながら本時の学習を振り返るとともに，個人目標が達成できたときに，その点を具体的に褒めるよう
にし，達成感を味わうことができるようにする。

○ 次時は，売る側と買う側を交替してお店屋さんごっこすることを知らせることで，学習への意欲を高めることができ
るようにする。

「かいものめいじん」になるには，どん
なことがたいせつかかんがえよう。


